
1

森山まひるさん応援レポート

第53回日伊声楽コンコルソ2017
本選・ミニコンサート・表彰式

2017年７月21日（金）
東京文化会館 小ホール

声楽コンクールでのヴァイオリン演奏

会場の東京文化会館は、「首都東
京にオペラやバレエもできる本格的
な音楽ホールを」という要望に応え、
東京都が開都500年事業として建設
した施設。故前川國男氏設計による
代表的なモダニズム建築としても知
られ、1961年４月のオープン以来、
『音楽の殿堂』として多くの人々に親
しまれている。音響の素晴らしさに
は定評があり、オペラ、バレエ、オー
ケストラなどの公演を行う大ホール
（2303席）、室内楽やリサイタル等で
使用される小ホール（649席）、その
他、リハーサル室や各種会議室、さ
らに専門の音楽図書館である音楽
資料室を備えている。

日伊声楽コンコルソ。次世代の日本オペラ界を担う
人材発掘を目指して行なわれる国内有数の声楽コ
ンクールである。始まりは1964年、今回で第53回目
を迎える。
イタリア・オペラのアリアとイタリア歌曲を課題曲と
した当コンコルソは、きわめて専門的、かつ芸術性
の高いコンクールとして位置付けられている。毎年、
100人を超える全国からの応募者で競われ、これま
でにイタリアをはじめ、世界の舞台で活躍する優秀
な声楽家を多数輩出している。

今回のエントリーは124名。本選は一次予選、二次
予選を経て選ばれた10名により競われる。審査員
には、世界で活躍するオペラ歌手やアーティストの
方々のお名前。歴代の入賞者はもちろんのこと、
審査員の方々の中にも、財団声楽部門奨学生OB・
OGの方々の名前が並んでいる。
なお、財団は数年前から助成事業として日伊声楽
コンコルソの支援を続けている。

森山さんは、本選後の「ミニコンサート」に登場。
表彰式までの時間、ヴァイオリンの演奏を披露し
てくれることになっている。
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本選：響き渡る素晴らしい歌声

写真ご提供：日伊音楽協会（このページのもの全て）

本選は午後２時から。 １次予選、２次予選を
経た10名の方々による競演。ひとり約15分
の持ち時間による演奏会形式で、イタリア・
オペラのアリア２曲とイタリア歌曲の計３曲を
それぞれが歌うという選考方式である。

今年はソプラノ６名、テノール４名の方々が
出演され、朗々と美しい歌声を披露してくれ
た。実力者10名の素晴らしい歌声を次々に。
東京文化会館小ホールの響きの美しさとも
あいまって、なんとも贅沢な時間であった。

表彰式。１位は工藤和真さん、２位は澤﨑一
了さん、３位に内田千陽さん。
本選出場者の中で、特に将来有望と目され
る若手テノール歌手に贈られる「五十嵐喜芳
賞」、財団が助成している賞である。こちらは、
２位の澤﨑一了さんに贈られた。

３位入賞：内田千陽さん（ソプラノ）

２位入賞＆五十嵐喜芳賞：

澤﨑一了さん（テノール）

１位入賞＆歌曲賞：工藤和真さん（テノール）

表彰式 １～３位入賞者及び入選者の皆さん
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力強くキレのある演奏。ヴァイオリンとの一体感

写真ご提供：日伊音楽協会（このページのもの全て）

森山さんは本選後の「ミニコンサート」に登
場。表彰式までのあいだ、来場のお客様に
お楽しみいただくという位置づけだ。

シベリウスのヴァイオリン協奏曲を河地恵
理子先生のピアノで聴かせてくれる。

演奏するシベリウスのヴァイオリン協奏曲
は、弾いてみたいと温めていた曲。単楽章
のみを披露したことはあったものの、１楽章
から３楽章まで(約30分）通しで披露するの
は今回が初とのこと。どのように聴かせてく
れるか楽しみだ。

演奏が始まる。

小柄な森山さんが大きく、大きく感じられ
るような力強くキレのある演奏。東京文化
会館の小ホールいっぱいに、森山さんの
ヴァイオリンの音が広がる。はずむように
弾く姿からは、弾くということ、楽器ととも
に鳴るということを、心から楽しんでいる
雰囲気が醸し出される。
ヴァイオリンを弾いているというより、ヴァ
イオリンが鳴りたがっているのを一緒に体
感している、といったイメージ。ときおり見
せるヴァイオリンをいとおしむような表情、
ヴァイオリンに視線を落とす際の柔らかな
雰囲気、ヴァイオリンとの一体感が印象
的。本当に楽しんで弾いているのだなぁと
感じ、ぐいぐいと惹き込まれた。

良く鳴り、迫力すら感じさせる演奏。会場
のみなさまから、何度も何度も大きな拍手
をいただいていた。

「声楽の方たちがお客様だということもあ
り緊張していたのですが、客席の雰囲気
がとても温かくて」と森山さん。難技巧が
ちりばめられた曲を見事に弾きこなし、本
選の緊張感を解き放つという重責を果た
した。
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この人のほかの曲も聴きたいなと
思っていただけるような演奏家になりたい

＜演奏会概要＞
◆出演
ヴァイオリン：森山まひる
ピアノ：河地恵理子
◆曲目
シベリウス：ヴァイオリン協奏曲

ニ短調 作品47

森山さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

写真：クロンベルクアカデミー公式SNSより

－どんな演奏を目指して？
「・・・お客様に喜んでいただけるような演
奏ができればと思っています。自分も、す
ごく個性的な方の演奏を聴くと、この人の
他の曲も聴きたいなぁと思います。音がき
れい、演奏が上手、それだけではなく
『あぁ、またこの人の演奏が聴きたい。他
の曲も聴いてみたい』と思っていただける
ような演奏ができる演奏家になりたいと
思っています」

終演後、森山さんに話を聞いた。

－ よく鳴っていましたね。思い通りに？
「・・・思いっきり楽しんで弾くことができま
した！・・・（声を小さくして）何か所か、あや
しいところもあったんですが・・・」（←聴いて
いる分にはわかりませんでしたが反省点も
あったようです）

－ 通しで弾くのは今回が初。が、１楽章
から迫力満点。どんな準備を？
「・・・この曲を５月のマスタークラス（ドイツ・
クロンベルクアカデミー）にも持って行き
１楽章を見ていただきました」

－どんな指導をいただきました？
「・・・私は演奏の際に動いてしまうので、と
にかく『動くな～、動くな～、動くな～』と指
摘をいただきました。今日も（いつもの） ８
割方動かないようにして弾いたつもりです」
（・・・ヴァイオリンと一体になり、ごくごく自
然体でありながら、躍動感あふれる森山さ
んの演奏。見ているほうからは、そこがま
た魅力的に見えたりもするのですが・・・）

－ 声楽コンクールであるため、舞台での
事前リハーサルはなく、ある意味ぶっつけ
本番。実際に舞台で弾いた感触は？
「・・・リハーサル室でじっくり練習させてい
ただけたので大丈夫でした。ホールもとて
も弾きやすいホールで。・・・舞台に出た瞬
間、ちょっと、どこを向いていいかわからな
くて、戸惑いました（笑）」
（東京文化会館の小ホールは舞台から放
射線状に客席が広がる特徴ある形体。た
しかに迷うかもしれません)

高校２年生の森山さん、演奏会当日に、
学校の実技試験が終わり、いよいよ夏休
みに突入！この夏は石川のマスタークラ
スに行き、みっちり学ぶ予定だそうだ。

森山さんは北九州出身。８月には地元
北九州の響ホールで今回披露したシベ
リウスをオーケストラと協演する。その
他、アクロス福岡での九州交響楽団と
の協演機会も今年度中に２回予定され
ているそうだ。
「・・・今年はオケとの機会がたくさんあっ
て、本当にありがたいですし楽しみで
す」と、にこにこの笑顔で話してくれた。

（写真は５月に参加したドイツ・クロンベ
ルクアカデミーでのレッスンの様子です。
楽屋での写真がNGだったので、代わり
にご紹介します。今回演奏したシベリウ
スのレッスン、指導されているのは、ミハ
エラ・マーティン先生です）。
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【コンサート・プログラム】


